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ＩＮＦＯ－ＨＩＲＯ－２１

第３７４号 ２０１５年３月１６日

弘 前 大 学 総 務 部 広 報 ・ 国 際 課

学術講演会・研究発表会・公開講座

弘前大学地域未来創生センター＊青森県消費者協会共催企画

消費者教育フォーラム ～青森県における消費者教育の展開を考える～ 開催のお知らせ

１．日 時： ２０１５年３月２９日（日）１３：００～１７：００

（受付１２：３０～）

２．場 所： 弘前大学人文学部 ４階 多目的ホール

３．対 象： 本学学生、教職員、一般

※事前申込は不要です。

４．プログラム：

第１部 研究報告会（１３：００～１５：００）

解 題 フォーラムの目的

保田宗良（弘前大学人文学部副学部長）

第１報告 学校等における消費者教育推進事業

小笠原勤（青森県消費者協会常務理事）

第２報告 近年の消費者政策の展開

福田進治（弘前大学人文学部教授）

第３報告 相談員の立場からみた消費者問題と消費者教育の必要性

坂本久美子（青森県消費生活センター主任相談員）

第２部 情報交換会（１５：１５～１７：００）

※ 参加者のみなさんがお持ちの情報を共有するためのミーティングです。

さまざまな情報、ご意見、ご要望をお寄せ下さい。

５．主 催： 弘前大学地域未来創生センター

共 催： 青森県消費者協会

協 力： 青森県消費者問題研究会

弘前大学人文学部 担当教員 保田宗良問い合わせ先：

TEL・FAX：０１７２－３９－３２９３

E-mail：yasuda@hirosaki-u.ac.jp
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公開セミナー「エンドグリコシダーゼから糖鎖科学を展望する」（仮題）

開催のお知らせ

エンドグリコシダーゼは、糖タンパク、糖脂質、及びプロテオグリカンの糖鎖の内部を加水分解

し、オリゴ糖を遊離する酵素群で、1980年台から1990年台にかけて、我が国を中心として続々と発

見されました。平成９年（1997年）、弘前大学医学部遠藤正彦教授を班長に、我が国のエンドグリ

コシダーゼの発見者からなる文部省科学研究費補助金の班会議が組織され、以来４年間研究は輝か

しく発展して世界をリードし、毎年弘前で公開シンポジウムが開催され、平成１２年（2000年）遠

藤教授をチェアマンに京都で国際会議が開催され、そして、平成１８年（2006年）Kodansha－Spri

nger 社よりエンドグリコシダーゼに関する英文著書が刊行されました。

以来約１０年、エンドグリコシダーゼは、関連酵素の開発、糖鎖構造研究への応用、糖鎖の酵素

的合成へと目覚しく発展し、最近ではエンドグリコシダーゼの生物学的機能の解明へと、新しい展

開を見せております。そこで、エンドグリコシダーゼ研究のその後の発展と今後の展望を、公開セ

ミナーで討論することになりました。関心をお持ちの方は、どうぞご参加くだされ、ディスカッシ

ョンに加わってください。

１．日 時： ２０１５年４月２１日（火）１４：００～１８：００

２．会 場： 弘前大学創立５０周年記念会館 ２階 岩木ホール

３. 対 象： 本学教職員・学生、企業及び一般市民で関心のある方

※参加費無料。事前申込は不要です。

４．テーマ： 「エンドグリコシダーゼから糖鎖科学を展望する」（仮題）

５．発言者：

〈１〉エンドグリコシダーゼの生化学

糖鎖構造解析（二次元糖鎖マップを用いる）に関する研究

大阪大学名誉教授 長谷 純宏 先生

糖タンパク質に結合するアスパラギン結合型糖鎖遊離酵素の構造と機能

大阪市立大学大学院理学研究科准教授 伊藤 和央 先生

深在性真菌症創薬の新たな標的：エンドグリコセラミダーゼ関連タンパク質EGCrP

九州大学大学院農学研究院生命機能科学部門教授 伊東 信 先生

〈２〉エンドグリコシダーゼを用いた糖鎖工学

微生物のエンドグリコシダーゼを用いた機能性糖鎖化合物の合成と糖鎖の改変

京都大学名誉教授

石川県立大学生物資源工学研究所教授 山本 憲二 先生

Endo-Mを用いる糖鎖付与技術の工学的展開

東海大学工学部応用化学科教授 稲津 敏行 先生

エンドグリコシダーゼを用いたプロテオグリカンの糖鎖工学の新展開

弘前大学名誉教授

弘前大学大学院医学研究科糖鎖医化学講座特任教授 遠藤 正彦 先生
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〈３〉エンドグリコシダーゼの生物学

糖タンパク質を分解するための微生物の戦略

九州大学大学院農学研究院生命機能科学部門教授 竹川 薫 先生

細胞質の脱Ｎ型糖鎖酵素：基礎科学の醍醐味

理化学研究所糖鎖代謝学研究チームリーダー 鈴木 匡 先生

（発言者のテーマ・内容およびプログラムは、変更することがあります。）

〈世話人代表〉

吉田 圭一

日本糖鎖科学コンソーシアム事務局長

独立行政法人理化学研究所

グローバル研究クラスタシステム

弘前大学大学院医学研究科糖鎖医化学講座 遠藤 正彦問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－５０３６

弘前大学資料館 第７回企画展示のお知らせ（再掲）

弘前大学資料館は、第７回企画展示として、トルクメニスタン大使館から図書や民俗工芸品を寄

贈されたことによる特別展を開催しています。

学生及び教職員の皆様のご参加をお待ちしています。

１．期 間： ２０１５年２月１８日（水）～３月３１日（火）

２．会 場： 弘前大学資料館 企画展示室

弘前大学総務部広報・国際課広報・国際グループ問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－３１１４

E-mail：jm3114@hirosaki-u.ac.jp

学 内 掲 示 板

学長オフィスアワー日程変更のお知らせ（再掲）

学長と本学学生・教職員が直接対話する機会を設けるため、学長オフィスアワーを毎月第１金曜

日及び第３木曜日に実施しておりますが、下記のとおり日程変更等がございますのでお知らせいた

します。

日程変更等

３月１９日（木）→３月２０日（金）

弘前大学総務部総務課（秘書室） 内線３００４問い合わせ先：

ＵＲＬ：http://www.hirosaki-u.ac.jp/president/officehour.html
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国立大学協会情報誌「国立大学」について

本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では、各国立大学の現状や優れた取り

組みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「国立大学」を作成しています。

下記ＵＲＬより最新号を含め、今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。

http://www.janu.jp/report/infomation.html

第３１号・第２８号・第２５号・第２３号・第２２号・第１８号において、本学記事が

掲載されていますので、ご覧ください。

編集担当から） 講演会、研究発表会、部局行事等の掲載原稿を発行予定日（毎月１日と１

６日の２回）の７日程度前までに、下記のところまでご提供ください。お待ちしております。

◎担当：総務部広報・国際課広報･国際グループ

E-mail: jm3012@hirosaki-u.ac.jp FAX:39-3498、内線：3029


